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大阪がリードした
洋服文化
モダン都市の象徴であった洋装は、繊維産業の街大阪に
あっては単なる実用品の域を超え、ファッションデザイン
として人々にもっとも身近な芸術作品として発展してきた。
1960年代にはパリの最先端のモードがほぼ同時に大阪に
も紹介されるなど、その土壌はやがて世界的に活躍する
多くのデザイナーを生み出していった。

小磯良平（1903～1988）

[コスチューム］ 昭和14年（1939）　
油彩・カンヴァス

この作品は大阪の洋裁店の様子を描いたというわけで
はないが、すでに日中戦争がはじまっていた昭和1414年に
描かれた作品ながら神戸生まれの小磯らしいモダンな
雰囲気を漂わせている。「洋裁もの」は当時小磯のもっ
とも得意とするモティーフのひとつであった。ここでは実
際に着ている少女はひとりであるが、鏡に映ったものも
含めてまばゆいばかりの白いドレスが何体も並び、当時
の洋裁学校を思わせる華やかな感じをつくり出している。

鈴木誠（1897～1969）

[裁断師］ 昭和21年（1946）　油彩・カンヴァス

鈴木は大阪に生まれ旧制八尾中学を卒業後、東京
美術学校に学ぶ。小磯良平より6歳年上の先輩に
あたり、新制作派協会を一緒に創設した仲間でも
あった。この作品の裁断師は髪型や服装こそ先進
的な雰囲気であるが、真剣なまなざしやがっしりし
た肩や腕からは働く女性の堅実さが伝わってくる。
洋裁が女性の仕事として定着していく時代の雰囲
気を、着実な筆致でリアルに描いた鈴木誠の特徴
がよくあらわれた作品と言える。
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上田安子の洋服への興味は好きな山登り
がきっかけであった。昭和のはじめ、山登り
をする女性は少なく、彼女らのための服など
選択の余地がない時代、自ら工夫してつくる
ことから始まった。
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上田安子「cocktaildress」1988

大阪市立近代美術館（仮

上田安子関係資料提供：上田安子服飾専門学校
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第二次大戦後、人々の洋装
化が進む一方、それを習うた
めの学校が数多く設立され
た。大阪も例外ではなく、こ
れは心斎橋の大丸向かいを
入ったあたりにあった有名洋
裁学校のためポスターである。

デザイン：早川良雄デザイン：早川良雄

資料提供：上田安子服飾専門学校
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